
 



 企画委員会主催の平成１７年度第１回視察研修旅行は無事終

了しました。ＯＩＳＡ会員のみなさまに報告いたします。 

 今回は、平成４年の韓国以来の海外視察で、中国大連市を

視察しました。日程と視察先は下記のとおりです。 

 

 ・日程：２００５年９月１日（木）～９月４日（日） 

 ・視察先：大連高新技術産業園区招商局 

          （ハイテク産業パーク管理委員会） 

      大連貨信計算機技術有限公司 

          （ＤＨＣ） 

      大連軟件園股份有限公司 

          （大連ソフトウェアパーク） 

      東軟集団有限公司 

          （Ｎｅｕｓｏｆｔ） 

・参加会員：１０社１２名 

 

出発 

 当日は福岡国際空港に集合し、視察旅行が始まりました。 

 参加者全員の集合を確認後、まずは搭乗手続きを済ませま

した。その後、待合室で、中国での入国・出国手続きのレク

チャーを受けました。（おきまりのお土産物の斡旋セールス

付きでした。） 

 準備が整い、各々出国手続きを済ませ、搭乗口へと足を進

めました。 

 １５時４０分、１０分遅れでＣＡ９５４便は、大連に向けて離陸し

ました。 

 

大連到着 

 １６時３０分、定刻通り大連国際空港に到着しました。 

 

 今回の視察をご案内いただいた、大連市人民政府外事弁公

室副所長（大連市人民対外友好協会副秘書長）曲世成氏と合

流し、一路、宿泊先である大連瑞土酒店に向かいました。 

 なんと、驚いたことに移動に使われたマイクロバスには、

ナンバープレートがついていません。事情はよくわかりませ

んが、特別な車であったことは間違いないようです。 

 チェックインを終え、大連での中華料理を楽しみました。 

 ここでエピソードをひとつ。中国語で「紅酒」と書くと、

日本では…正解は「赤ワイン」となります。「紹興酒」では

ありませんのでご注意を！ 

 

大連視察 

 ２日目は、企業視察を実施しました。 

 まずは、大連高新技術産業園区招商局（ハイテク産業パー

ク管理委員会）を訪問しました。大連市の日本に対する期待

と積極的に日本企業を誘致しようとする姿勢が伺えました。 

 中国では、反日デモのニュースがよく聞かれる時期でした

が、大連市の公安当局はデモ活動を一切許可していない、と

のことでした。 

 

 昼食を済ませた後、大連貨信計算機技術有限公司（ＤＨＣ）

の視察です。総売上の８０％が日本向け業務ということもあ

り、日本語を話せる技術者が多いことにおどろかされました。 

 また、今の中国では、公務員よりコンピュータ技術者のほ

うが、初任給で２倍の格差があり、魅力があるようです。 

 最後に、大連軟件園股份有限公司（大連ソフトウェアパー

ク）で、ソフトウェアパーク全体の説明を受けた後、東軟集

団有限公司（Ｎｅｕｓｏｆｔ）の視察です。中国国内業務を中心と

した企業で、今後、日本向け業務を拡大していく方針とのこ

とです。 
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大連高新技術産業園区招商局前にて 
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 夜は、視察先でもあった大連貨信計算機技術有限公司（ＤＨ

Ｃ）の盧作武対日業務第２グループ総経理を迎えて、意見交

換会を兼ねたささやかな夕食会を催しました。実際に日本業

務を担当されている総経理なので、具体的な話を伺うことが

できました。 

 

大連見学 

 ３日目は、大連市の名所・旧跡を見学しました。 

 まずは、２０３高地です。ボランティアガイドの案内もあ

り、当時の様子を想像させられました。高台から眺める旅順

港は、自然の要塞とも言われており、不思議な気持ちになっ

たのは私だけだったでしょうか。 

 続いて、水師営会見所です。当時を偲ばせる写真等はあり

ましたが、観光客向けに作られた感がいなめませんでした。 

 午後からは、大連自然博物館、星海湾広場、老虎灘公園広

場を廻りました。 

 中国は自転車やバイクが多い国というイメージがありまし

たが、大連は電車やバスなどの公共交通機関が整備されてお

り、街並みも保たれているという印象を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帰国 

 最終日は、戦後、引揚船が就航した港、大連港を見学した

後、空港に向かいました。 

 １１時３０分、定刻ＣＡ９５３便は、福岡に向け離陸。大連をあ

とにしました。 

 

おわりに 

 今回は、海外視察ということもあり、事務局としては行き

届かないことが多かったのではないかと反省しております。

ご参加いただきました会員様には、あらためてお礼申しあげ

ます。 
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大連貨信計算機技術有限公司会議室にて意見交換 

水師営会見所前にて 

大連自然博物館にて 

星海湾広場にて 

老虎灘公園広場にて 



 研修委員会主催の、会員企業の従業員の技術力アップ

を目的とした技術研修会も、今年で１２回目となりまし

た。 

 既にお馴染みとなった本研修は、 

 ・ＩＴスペシャリスト研修： 

    （財）大分県産業創造機構殿とタイアップで実施 

 ・ＳＥのためのプレゼンテーション研修： 

     当協会単独で実施 

の２種類からなっています。 

 今年度は昨年度に比べ講座数は減少したものの、事前

に研修ニーズアンケートを実施するなど、会員企業のみ

なさまのニーズに応えるべく内容を吟味し、データベー

ス、ＶＢ．ＮＥＴ、Ｊａｖａおよび、ＳＥのためのプレゼンテー

ションの４研修を企画しました。また、実施の形態も実

施日数が５日間を超えるものは２回の分割実施とし、受

講者が参加しやすい形態に変更しました。 

 その結果、例年にない多数のご応募をいただき、募集

時の定員枠（ＩＴスペシャリスト研修：１講座１５名、プレ

ゼン研修：２０名）を大幅に上回り、研修委員会としては

うれしい悲鳴をあげたしだいです。できるだけたくさん

の方に受講いただけるよう、ＩＴスペシャリスト研修は定

員枠を２０名に拡大し、プレゼン研修はお申し込みいただ

いた２６名全員を受講可能としました。 

 １０月４日のデータベース研修を皮切りに、ＶＢ．ＮＥＴ研

修、Ｊａｖａ研修と、３つの講座に会員企業１８社、非会員企

業５社からのべ８５名の参加申し込みを得て実施しまし

た。 

 また、１２月にはＩＴＳＳのコアスキルであるコミュニケー

ション能力向上を目的とし、一昨年、昨年度と大変好評

をいただいたＳＥのためのプレゼンテーション研修を実

施しました。 

 アンケートの結果を見ると、「基礎から学習でき、よ

く理解できた」「今回の研修で興味がわいた」など、満

足された方が多かったようです。ただ、事前知識のある

方には、修得済の内容も多かったようですので、実施形

態の見直しが必要かもしれません。講師からは、「どの

方も非常に熱心に受講され、メモを取ったり、早い時間

に入室して前日の復習をされる姿も多くみられました」

などとコメントしていただき、意欲の高い受講者が多

かったようです。本研修が多くの方のステップアップの

足がかりになれば幸いです。 

 今後もより良い研修会をめざしますので、みなさまの

ご意見・ご要望をお気軽に研修委員会までお寄せくださ

い。 

 今年度残念ながらご参加いただけなかった会員企業様

も、ぜひ来年度の技術研修会にはご参加ください。お待

ちしています。 
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 技術委員会主催の恒例行事である技術交流会は、協会設立当
初から毎年開催され、第１７回を迎えました。 

 大分商工会議所との共催で、２６社９１名の参加をいただき、大

変活況を呈しました。 

 今回は、ＩＣタグの技術面と社会的な影響を講演していただき

ました。 

 要旨は次のとおりです。 

1．ＩＣタグとは何か 

  ＩＣタグは、正式にはＲＦＩＤタグ（Radio Frequency  

  IDentification tag）といい、物体の識別に利用する微小 

    な無線ＩＣチップである 

  ・電池がなくても半永久的に作動する 

  ・無線でリーダと交信する 

  ・小型でいろんなものにつけられる 

  ・１ビット～６４ｋバイト 

  ・すべての人や物に固有名詞をつける：つまりデジタル 

   ネーミングすることにより次のことを可能にする。 

   1）名前と実体の対応づけ 

   2）状態や位置の変化の自動更新 

   3）現実世界の人や物の自動認識、真贋判定 

２．応用例を十数例にわたって紹介 

  ・物流航空手荷物の経路やガスボンベ、コンテナ 

  ・動物の個体認識 家畜の管理、栄養管理 

   ｅｔｃ． 

３．社会基盤システムとしては次のことが求められる 

  ・個人の権利と社会の秩序 

  ・弱者にも不利にならない仕掛け 

  ・信頼性と安定性 

  ・柔軟性と拡張可能性 

  ・危機対応能力 

  ・経済性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．ＲＦＩＤタグのコツということで、実際にタグを使う上での留 

   意点を８項にわたって説明された 

  ・バーコードではだめなのか 

  ・何にＩＣタグをつけるか 

   人？物？大きさ、形状、環境（温度など） 

  ・何年使うか 

  ・どのように読み書きするか 

   人手／自動的、１個／複数、読みとりの距離、 

   リーダーの大きさ、数 

  ・ＩＣタグにのせる情報は？ 

   標準化されたＩＤ／独白のＩＤ、アプリケーションデーは？ 

  ・予算は？再利用可能か 

  ・プライバシーのリスクは？ 

   1) 国際会議場での実験の紹介：参加者にタグをつけても 

         らい、各セッションの入場者統計や参加者の動きをリ 

         アルタイムに把握することにした。 

     もちろん個人名は分からないのだが、ヨーロッパでは 

         こういった履歴をとられることはいやだという主張も 

         多く、さまざまなことを考えさせられる。 

   2) 国の動き：総務省、経済産業省「電子タグに関する 

              プライバシー保護ガイドライン」 

  ・標準化 

   マーケットからみたＲＦＩＤタグの標準化 

   1) クローズドマーケット：標準化は関係ない、また 

                               高いタグでも可 

   2) オープンマーケット：グローバルな活用、企画の 

                             標準化、低価格化が必要 

５．信頼性について考察が必要 

  ・読みとれないとき、問違って読み込んだとき、偽造され 

      たときどうするか：ＲＦＩＤシステムの認識ミス検出に関す 

      る研究はかなり進んでいる。 

 講演後、ＯＩＳＡ「技術研究会」ＩＣタグ部会のメンバーとの質疑

応答、意見交換を行いました。 
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 さる８月２３日（火）、総務委員会主催の会員によるボ

ウリング大会が、２０社３６チーム１４４名の参加を得て、

全レーン貸し切りで開催されました。 

 大会委員長からの挨拶とルール説明のあと、競技が

開始されました。大会は１チーム４人で構成され、２

ゲームのトータルスコアで団体戦と個人戦を競いまし

た。 

 競技終了後、表彰式が行われ、郷司会長の挨拶に引

き続き、賞品が授与されました。その後、上位入賞

チームと個人賞入賞者のスピーチと記念撮影があり、

和やかな雰囲気で大会を終了しました。 

 

 大会結果は以下のとおりです。 

 チーム優勝は、１，３１６点のコンピュータエンジニア

リングＡチーム（衛藤誠一、松井忠司、吉冨秦央、田

村道章）で、２位のオーイーシーＡチーム（吉田範

久、中川俊哉、松下正幸、浜田高彦）とはわずか１１点

の差でした。３位には富士通大分ソフトウエアラボラ

トリＢチーム（渡邊将典、姫野謙一、柿原一喜、秦早

穂子）が２位と５点差で入賞しました。 

 男子個人賞は、富士通大分ソフトウエアラボラトリ

Ｂチームの渡邊将典さん（３８２点）、２位が新日鉄ソ

リューションズＡチームの千治松耕平さん（３７９

点）、３位がオーイーシーＡチームの吉田範久さん

（３７６点）と接戦でした。 

 女子個人賞は、大銀コンピュータサービスＢチーム

の阿部恵子さん（３１６点）、２位が同じく大銀コン

ピュータサービスＢチームの賀来佳子さん（２６９

点）、３位が富士通大分ソフトウエアラボラトリＡ

チームの曽根崎敦子さん（２６４点）でした。 

OITA  INFORMATION  SERVICE  INDUSTRY  ASSOCIATION 

０６ ＯＩＳＡ ＮＥＷＳ 

郷司会長挨拶 

宮本総務委員長挨拶 



 さる１１月３日の文化の日に、総務委員会主催による恒例の

ＯＩＳＡ親睦ゴルフ大会が開催されました。 

 会員相互の親睦と日頃の運動不足解消が目的のゴルフ大会

も今年で９回目を数えております。今年は協会顧問である大

分県工業団体連合会の秋月睦夫会長の参加をいただき、１６名

が熱戦を繰り広げました。 

 

 スタート前の小雨も上がり、絶好のコンデイションのな

か、参加者それぞれに自分のゴルフを楽しみながら、親睦を

深めました。競技終了後は、ゴルフ場において表彰式が開催

され、各賞の授与が行われました。 

 ・優勝，ベスグロ賞 

       首藤 勇さん（グロス７８、ネット７２） 

            コンピュータエンジニアリング 

 ・準優勝  郷司 潔さん（協会会長）オーイーシー 

 ・３位   河野 靖さん オーイーシー 

 

 ・ドラコン 池山 優さん 日本アイビーエム九州支社 

       河野 靖さん オーイーシー 

 ・ニアピン 後藤与一さん（特別参加） 

       荒城英世さん 大分交通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 初心者も歓迎いたしますので、次回みな様のご参加をお待

ちいたしております。 
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参加者のみなさん 

優勝した首藤さん（右） 

サウンズコンテスト公開審査のおしらせ 
 

日時：平成１８年１目２８日（土） 

   午後１時３０分～午後４時３０分 

会場：日本文理大学 

     情報メディア学科 オープンラボ 

 

■募集部門 
①トリニータ応援歌部門 

 ・オリジナル曲（歌詞入り可） 

 ・編曲（A1lez Oh！TRlNlTA） 

 ・作詞（今回選出された詞に次年度公募による 

     曲付けコンテストを実施） 

②フリー曲部門 

 ・オリジナル曲 

 ・編曲 

■応募・お問合せ先 
 大分県情報サービス産業協会 

            コンテスト事務局 

 担当／小野（ゴードービジネスマシン㈱） 

 電話：０９７－５６８－４６００ 

 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｏｉｓａ．ｊｐ／ｓｏｕｎｄｓ／ 

■応募締め切り 
 平成１８年１目１０日（火） 



中津コンピュータカレッジ 

教育部 

平川 和弘 

趣味：音楽鑑賞 

好きな言葉：粋 
 １０月の入社から数えて２か月がたとうと

しています。システム管理として業務に携

わっていますが、ようやく日次的な作業は行

えるようになったかと思います。 

 また管理を行う上では、平常時はもちろん

のこと突発的な事柄についてスムーズに対応

できることも大事だと考え、細かいことでも

白分の力で調べ・対応することを心がけ（も

ちろん相談することも大切ですが）日々スキ

ルアッフを行っていきたいと思います。 

 そして、「この仕事は平川に任せていたら

安心」と思われるような社員になります。 

 

西日本電信電話㈱ 

大分支店 営業担当 

藤本 雅史 

趣味：読書 

好きな言葉：一期一会 
 現在の職場へ異動となり、あっという間に８か

月が経とうとしています。 

 私はこれまで販売の経験がまったくなく、最初

の頃は分からないことばかりで、お客さまや職場

のみなさんに迷惑をかけることも多く、失敗の連

続でした。また、「今日やり残したことがあった

のではないか？」「明日は何をしなければならな

いのか？」と夜不安になることもありました。 

 しかし、職場のみんなの厳しいなかにも暖かい

指導のもと、なんとか職場の雰囲気にも慣れてき

ました。 

 まだまだ勉強不足でお客さまにご迷惑をお掛け

することも多々ありますが、自分の仕事に責任を

もち、自分らしく頑張っていきたいと思います。 

 

㈱ＮＳＤ大分システムズ 

開発グループ 

永尾 成和 

趣味：テニス 

好きな言葉：合縁奇縁 
 入社してあっという間に」年半経ちました。

入社してからというもの時間が経つのも早く、

学生の時を思い返せばずいぶん前のことのよう

な気もします。私はこれまでの配属で基盤整備

と開発をしました。基盤整備では納品に行き、

トラブルがあればすぐに駆けつけていきまし

た。お客様と向き合って対応することにより難

しさ楽しさを学びました。開発では、悪戦苦闘

しながらも動いたときの喜び、できたときの達

成感を感じました。これまで幅広い仕事をする

ことでたくさんのことを学びました。これから

は、新しいものを常に身に付け、今まで学んだ

ことをさらに深く理解していく姿勢を持ちつづ

けて成長していきたいと思います。 
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 前回号に掲載いたしました新入会員

紹介で代表者の氏名と住所の一部に誤

りがありました。ご迷惑をお掛けいた

しましたことをお詫びいたしますとと

もに、訂正させていただきます。 

 

デジタルバンク㈱ 

 

代表取締役社長 

利満 廣志 
 

事業内容：ソフトウェア関連事業、 

     プロバイダ 

従業員数：１７名 

所 在 地：大分市府内町３－９－１５ 

Ｔ Ｅ Ｌ：０９７－５３８－９６５４ 

Ｆ Ａ Ｘ：０９７－５３８－９５９８ 


